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略語および用語
 
次のリストは、一般的に使用されている略語および用語を示します。 

 

略語または用語 正式名称 

Administrative Console ESSO-LM Administrative Console 

エージェント Logon Manager 

FTU First Time Useウィザード 

ESSO-AM Oracle Enterprise Single Sign-on Authentication Manager 

ESSO-Anywhere Oracle Enterprise Single Sign-on Anywhere 

ESSO-PG Oracle Enterprise Single Sign-on Provisioning Gateway 

ESSO-KM Oracle Enterprise Single Sign-on Kiosk Manager 

ESSO-LM Oracle Enterprise Single Sign-on Logon Manager 

ESSO-PR Oracle Enterprise Single Sign-on Password Reset 
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ESSO-LM について 
 
Oracle Enterprise Single Sign-On Logon Managerを使用すると、デスクトップ、ネットワークおよびインタ

ーネット上のパスワードで保護されたすべてのアプリケーションに対して、パスワードを1回入力するだけで

ログインできるようになります。ESSO-LMの使用には、プログラミングやネットワーク・インフラストラク

チャの追加は必要ありません。ESSO-LMはそのままで動作し、Windows、Web、プロプライエタリ、ホス

ト、メインフレームなど、ほぼすべてのアプリケーションに対応します。ESSO-LMインストレーションおよ

びセットアップ・ガイドでは、ESSO-LMのインストール方法と設定方法について説明します。 
 
このマニュアルは、ESSO-LMの計画、実装およびデプロイメントを担当する、経験豊富な管理者を対象と

しています。このマニュアルでは、ESSO-LM Administrative ConsoleおよびESSO-LM Agentをインストー

ルおよび構成する手順を説明します。 
 
管理者は、パスワード・ポリシー、ログオン方式、資格証明共有グループ、アプリケーション構成など、シ

ングル・サインオンの概念を理解します。ディレクトリ・サーバー、データベースおよびリポジトリの構成

を熟知している必要があります。また、インストールおよび構成手順を実行する担当者は、組織のシステム

標準を熟知している必要があります。読者は、セキュリティ管理における定型業務を実行できる必要があり

ます。 
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ESSO-LM のディスク・イメージの内容 
 
ESSO-LMのディスク・イメージの内容は、次のとおりです。 

• ドキュメント。ESSO-LMの使用を開始するためのドキュメントが含まれています。追加の最新ドキュメ

ントは、Oracle Webサイトで入手できます。 
• SSO Admin Console。ESSO-LM Administrative ConsoleインストーラがEXEおよびMSI形式で含まれて

います。 
• SSO Agent。ESSO-LM AgentインストーラがEXEおよびMSI形式で含まれています。 
• ユーティリティ。補助的なソフトウェアと、未サポートのESSO-LMトラブルシューティング・ツールが

含まれています。  
内容は次のとおりです。 

◦ Java 1.1（フォルダ）。Java Runtime Environment（JRE）バージョン1.1（Oracleではすでにサポート

されてない）で動作させるように設計されている未サポートのレガシーJava Helper Object（JHO）

が含まれています。 

◦ dotnetfx20.exe。Microsoft .NET 2.0 Frameworkインストーラ。ご使用のマシンに.NET Frameworkバージ

ョン2.0以上がインストールされていない場合は、エージェントおよびコンソールを実行するため

に、このパッケージをインストールする必要があります。 

◦ isscript1150.msi。再頒布可能なWindows Installer InstallScript。ご使用のマシンにこのパッケージ

がインストールされてない場合は、エージェントおよびコンソール・インストーラを実行するため

に、このパッケージをインストールする必要があります。 

◦ SSOHiddenWindowResponse.exe。Hidden Window Responseユーティリティ。このユーティリティ

を使用すると、ESSO-LMでは、ウィンドウのタイトルおよびクラスに基づいて非表示のアプリケー

ション・ウィンドウを検出できます。 

◦ ssoSCDetect.exe。スマート・カード検出ツール。スマート・カード認証を使用したログオンでの問題

をトラブルシューティングする場合に、挿入されたスマート・カードがESSO-LMで認識できるかどうかを

判別するためにこのツールを実行します。 

◦ TraceController.exe。トレース・コントローラ・ユーティリティ。このユーティリティを使用して、

ESSO-LMおよび他のOracle Accelerator Suiteアプリケーションでのトレース・ロギングを有効にし

て管理します。 

◦ vcredist_x86.exe。Microsoft Visual C++ 2008ランタイム・ライブラリ・インストーラ。ご使用のマ

シンにこの再頒布可能なパッケージがインストールされてない場合は、エージェントおよびコンソ

ールを実行するために、このパッケージをインストールする必要があります。 

◦ ESSO-LM Event Viewer.exe、ESSO-LM Event Viewer.msi。EXEおよびMSI形式のESSO-LM Event 

Viewer。これらのパッケージによって、Windowsイベント・ビューアでESSO-LMイベントを表示す

るために必要なメッセージング・ライブラリをイントールおよび登録できます。  
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64 ビット（x64）・システムでのインストール 
 
64ビット（x64）・システムにESSO-LMをインストールする場合は、_x64という接尾辞が付いた64ビッ

ト・インストーラを使用する必要があります。インストーラは64ビット・プラットフォーム用にコンパイ

ルされていますが、ESSO-LMそのものは32ビット・アプリケーションであり、Windows-on-Windows 64

ビット（WoW64）・エミュレーション・エンジンを介して実行され、Program Files（x86）親ディレクト

リにインストールされます。32ビット版のESSO-LMは、次に示すサポートされている64ビット・オペレー

ティング・システムと完全に互換性があります。 
 
Oracleでは、次の64ビット・プラットフォームにおけるESSO-LMのインストールをサポートしています。 
 
• Windows Server 2003 
• Windows Server 2008 
• Windows 7 
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自動（サイレント）インストールの前提条件 
 
自動（サイレント）モードでのESSO-LMのインストールを成功させるためには、インストーラを実行する前に、

Windows Management Instrumentation（WMI）サービスを実行しておく必要があります。 
 
WMIサービスが実行されているかどうかを確認し、必要に応じて開始するには、各ターゲット・マシンで次

を実行します。 
 
1. システム管理コンソールを開きます。   
2. サービス・スナップインを開きます。   
3. Windows Management Instrumentationサービスにナビゲートし、その状態とスタートアップの種類を確認

します。  
4. 状態に応じて、次のいずれかを実行します。   

• 状態が「開始」である場合は、WMIサービスが実行中です。次の項に進んでください。 
• 状態が空白である場合は、サービスのスタートアップの種類を確認し、次のように開始します。 

° スタートアップの種類が「無効」である場合は、次を実行します。  
a. サービスをダブルクリックします。  
b. 表示されたダイアログ・ボックスで、ご使用の環境に応じて、スタートアップの種類を「手

動」または「自動」に変更します。 
c. 「適用」をクリックします。 
d. 「開始」をクリックして、サービスを開始します。状態が「開始」に変わります。 

° スタートアップの種類が「無効」でない場合は、次を実行します。 

a. サービスをダブルクリックします。 
b. 表示されたダイアログ・ボックスで、「開始」をクリックしてサービスを開始します。状態が

「開始」に変わります。 
c. 「OK」をクリックします。  

5. 「OK」をクリックして、サービスのプロパティのダイアログ・ボックスを閉じます。 
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ESSO-LM Administrative Console のインストール 
 
ESSO-LM Administrative Consoleをインストールおよび構成するには、次の手順を実行します。 
 
1. すべてのプログラムを閉じます。   
2. CD-ROMドライブにESSO-LMインストール・メディアを挿入します（または、共有ネットワーク・

ドライブからインストールを開始します）。  
 
3. 「Welcome」パネルで、「Next>」をクリックします。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
4. セットアップ・タイプを選択します。「Complete」オプションでは、すべてのプログラム機能が

インストールされます。「Custom」オプションでは、インストールするプログラム機能およびイ

ンストール場所を選択できます。カスタム・インストールを実行する場合は、手順6に進みます。

そうでない場合は、手順7に進みます。 
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5. カスタム・セットアップを実行する場合は、次のインストール・オプションから選択します。終了した

ら、「Next」をクリックします。 
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ESSO-LM Agent のインストール 
 
ESSO-LM Agentをインストールおよび構成するには、次の手順を実行します。 
 
1. すべてのプログラムを閉じます。   
2. CD-ROMドライブにESSO-LMインストール・メディアを挿入します（または、共有ネットワーク・ドラ

イブからインストールを開始します）。  

 64ビット・システムにインストールする場合は、ファイル名に_x64という接尾辞が付いた64ビット・
インストーラを使用します。32ビット・システムにインストールする場合は、（ファイル名に_x64と
いう接尾辞が付いていない）32ビット・インストーラを使用します。 

 
3. 「Welcome」パネルで、「Next>」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. セットアップ・タイプを選択します。「Standalone」タイプでは、一般的に使用されているプログラム

機能がインストールされます。「Custom」オプションでは、インストールするプログラム機能を選択で

きます。カスタム・インストールを実行する場合は、手順6に進みます。そうでない場合は、手順7に進み

ます。 
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5.  カスタム・セットアップを実行する場合は、次のインストール・オプションから選択します。 
 

Application 

（2607KBの領域が必要） 
このオプションによって、アプリケーションの中心基盤として

機能する、すべての必須ファイルおよび設定がインストールさ

れます。 
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Logon Methods 

（512バイトの領域が必要）  
ESSO-LMにログオンするための様々な方法を

提供するプラグインです。デフォルトでは、

Windows Logonがインストールされます。使

用可能なプラグインは次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Windows Logon 
（77KBの領域が必要） 

WindowsへのログオンによってESSO-LMへのログオンを
可能にするプラグイン。（72KB） 

Windows Logon v2 
（109KBの領域が必要） 

WindowsへのログオンによってESSO-LMへのログオンを
可能にするプラグイン。このプラグインには、セキュア
なパスフレーズとGINAサポートも含まれています。
（109KB） 

GINA 
（117KBの領域が必要） 

Windowsドメインのログオン方式と連携して動作する

GINAモジュール。（104KB） 

 
「GINA」または「Network Provider」のいず
れかを選択する必要があります。両方の方法
をインストールすることはできません。 

 

Network Provider 
（339KBの領域が必要） 

Windowsへのログオン時、デスクトップのロック解除

時、またはWindowsパスワードの変更時に、二重認証を

回避します。  
 

「Network Provider」または「GINA」のいず
れかを選択する必要があります。両方の方法
をインストールすることはできません。 

Passphrase Suppression 
（28KBの領域が必要） 

ユーザーのSIDを戻す2つ目の認証方式を使用して、対話
型のパスフレーズ認証をバイパスします。 

LDAP 
（152KBの領域が必要） 

LDAPディレクトリへのログオンによってESSO-LMへの
ログオンを可能にするプラグイン。（116KB） 

LDAP v2 
（121KBの領域が必要） 

LDAPディレクトリへのログオンによってESSO-LMへの
ログオンを可能にするプラグイン。このプラグインで
は、セキュアなパスフレーズもサポートされます。
（93KB） 

Authentication Manager 
（65KBの領域が必要） 

この機能により、ユーザーの認証に複数のログオン方式
を使用できるようになります。（61KB） 
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Extensions 

（1762KBの領域が必要）  
これは、SSOアプリケーションの機能を強化

および拡張するプラグインです。デフォルト

では、Backup/Restore Manager、Logon 
ManagerおよびSetup Managerがインストール

されます。使用可能なプラグインは次のとお

りです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Backup¥Restore Manager 
（80KBの領域が必要） 

このプラグインによって、ウィザード・インタフェース

を介した簡単なファイル・ベースのバックアップとリス

トア・メカニズムが提供されます。 
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Helper Objects 

（278KBの領域が必要） 
これらのプラグインによって、主要な資格証

明管理、リクエストおよび配信インタフェー

スが提供されます。使用可能なプラグインは

次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Microsoft Internet Explorer 
（236KBの領域が必要） 

Internet ExplorerにSSOサポートを追加する拡張ヘルパ
ー。 

Mozilla Firefox 
（1509KBの領域が必要） 

MozillaベースのブラウザにSSOサポートを追加する拡張ヘルパ
ー。 

Mainframe Emulator 
（117KBの領域が必要） 

HLLAPIベースのエミュレータにSSOサポートを追加す

る拡張ヘルパー。 

Console Windows 
（76KBの領域が必要） 

ESSO-LMのメインフレーム・プラグインのコンソール・

ウィンドウ（コマンド・プロンプト）のサポート 

DOS Windows 
（4KBの領域が必要） 

DOSウィンドウのサポート 

Legacy Emulators 
（299KBの領域が必要） 

HLLAPIベースの16ビットのレガシー・エミュレータのサ
ポート 

PuTTY 
（108KBの領域が必要） 

ESSO-LMのメインフレーム・プラグインのPuTTYウィン
ドウのサポート 

Java 
（355KBの領域が必要） 

JavaアプリケーションにSSOサポートをネイティブに追加
する拡張ヘルパー。 

SAP 
（286KBの領域が必要） 

SAPアプリケーションにSSOサポートを追加する拡張ヘル
パー。 
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Synchronizer Manager 

（137KBの領域が必要） 
このプラグインによって、アプリケーションで

同期の拡張機能を管理できます。使用可能な

Synchronizerプラグインは次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Active Directory Synchronizer 
（116KBの領域が必要） 

Active Directoryサーバーの資格証明および設定を格納し検索

できるようにする同期プラグイン。 

LDAP Synchronizer 
（152KBの領域が必要） 

SUN Java System Directory ServerやeDirectoryなどの

LDAP準拠ディレクトリの資格証明および設定を格納し検

索できるようにするプラグイン。 

ADAM Synchronizer 
（117KBの領域が必要） 

ADAMサーバーの資格証明および設定を格納し検索できるよ

うにする同期プラグイン。 

File System Synchronizer 
（77KBの領域が必要） 

ファイル共有の資格証明および設定を格納し検索できるよう

にする同期プラグイン。 

Database Synchronizer 
（68KBの領域が必要） 

データベースの資格証明および設定を格納し、検索できるよ

うにする同期プラグイン。 

Roaming Profile Synchronizer 
（57KBの領域が必要） 

ローミング・プロファイルをサポートする同期プラグイン。 

 
 

Event Manager 

（64KBの領域が必要） 
このプラグインによって、アプリケーションで

イベント・ログの拡張機能を管理できます。使

用可能なプラグインは次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 

XML File 
（36KBの領域が必要） 

ローカルのXMLファイルへのイベント・ログをサポートする

イベント管理プラグイン。 

Windows Event Extension 
（57KBの領域が必要） 

Windows Event Managerへのイベント・ログをサポートす

るイベント管理プラグイン。 

Syslog システム・イベントのロギングをサポートするイベント管理
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Event Manager 

（120KBの領域が必要） プラグイン。 

Database Event Extension 
（84KBの領域が必要） 

Database Event Managerへのイベントのロギングをサポー

トするイベント管理プラグイン。 

Reporting Extension 
（289KBの領域が必要） 

レポート・サービスへのイベントのロギングをサポートする

イベント管理プラグイン。 

 
 

Languages 

エージェントを他の言語で表示できるようにす

るローカライズ済言語サポート・パッケージ。 
 
Chinese Simplified: 1948KB 
French: 1908KB 
German: 1912KB 
Italian: 1812KB 
Japanese: 2008KB 
Korean: 1980KB 
Portuguese: 1888KB 
Spanish: 1924KB 
English: 4364KB 
Dutch: 2020KB 
Czech: 2632KB 
Finnish: 2080KB 
Polish: 2064KB 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Change 

このボタンをクリックすると、エージェントの現在のインストール先フォルダを変

更できます。インストール先を選択し、「OK」をクリックします。 
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Help 

｢Help｣ボタン  をクリックすると、

「Custom Setup」のヒントが表示されます。各

アイコンは、使用可能な機能の状態を示してい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Space 

「Space」をクリックすると、選択した機能をロ

ーカル・サーバーにインストールするために必

要なディスク領域要件が表示されます。「OK」

をクリックします。 
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6. InstallShieldウィザードで、インストールを開始する準備ができました。「Install」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7. インストールが完了するまで待機します。完了画面が表示されたら、「Finish」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8. Windows Authentication v2 SSO GINAをインストールしていない場合、ESSO-LMのインストールで再

起動する必要はありません。SSO GINAをインストールした場合は、「Finish」をクリックすると、マ

シンの再起動が求められます。   
9. ワークステーションまたはサーバーを再起動した後、ESSO-LMの「Welcome」画面および「First 

Time Use (FTU)」ウィザードが起動されます。画面の指示に従って、FTUウィザードを完了しま

す。FTUが完了したら、ツール・トレイにアイコン  が表示されます。  
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 FTUウィザードおよびESSO-LM Agentの詳細は、『Oracle Enterprise Single Sign-on Logon Manager
ユーザー・ガイド』およびオンライン・ヘルプを参照してください。 

 
以前のバージョンからのアップグレード 
 
ESSO-LM 11.1.1.2.0へのアップグレードがサポートされているのは、次のバージョンのESSO-LMです。 
 

 10.1.4.1.0 
 10.1.4.0.5  

バージョン11.1.1.2.0のESSO-LMのインストールでOracleが完全にサポートしているのは、前述したESSO-
LMの既存のインストール上へのインストールです。新しいインストーラでは、古いバージョンをアンイン

ストールしてから、新しいバージョンを自動的にインストールします。ESSO-LM AgentおよびESSO-LM 

Administrative Consoleのインストールの詳細は、このマニュアルのトピックを参照してください。 
 

 ESSO-LM Administrative Consoleを使用して元のインストーラをカスタマイズした場合は、同じよ
うに新しいインストーラをカスタマイズする必要があります。これは、アップグレード前に行う必要
があります。 
インストール前には、常に、すべてのデータをバックアップしておくことをお薦めします。 

 
基本的なアップグレード手順 
 
この手順は、ESSO-LM 11.1.1.2.0にアップグレードする場合の推奨される基本的な手順の概要です。 
 
1. 既存の資格証明をバックアップします。   
2. 「ESSO-LM Administrative Consoleのインストール」および「ESSO-LM Agentのインストー

ル」に示すように、インストールを実行します。ESSO-LM AgentおよびConsoleは、どのような順

序でもアップグレードできます。  
 

 ESSO-LM 10.1.4.0.5からアップグレードするWindows Vistaユーザーの場合  
Windows VistaでESSO-LM 10.1.4.0.5からアップグレードするユーザーは、ESSO-LM 11.1.1.2.0インストー

ラを実行する前に、インストールCDのUtilityフォルダにあるMicrosoft Visual C++ 2008再頒布可能パッケ

ージをインストールする必要があります。  
インストーラによって、ESSO-LM 10.1.4.0.5からESSO-LM 11.1.1.2.0へのアップグレード中に、Microsoft 
Visual C++ 2008再頒布可能パッケージの存在が確認されます。再頒布可能パッケージがない場合は、次の

エラー・メッセージが表示され、インストールは中止されます。  
Prior to installing this product, you must install the Microsoft Visual C++ 2008 Redistributable located in 
the utilities directory of the installation media.  
この問題の技術情報については、次を参照してください。 
http://connect.microsoft.com/VisualStudio/feedback/ViewFeedback.aspx?FeedbackID=361951 

 
3. バックアップした資格証明を新しいインストールにリストアします。   
4. インストーラが終了し、資格証明がリストアされたら、アップグレードは完了です。製品の新機能につ

いては、ESSO-LMのリリース・ノートを参照してください。   
構成 
 
Administrative Consoleを使用したESSO-LMの構成については、ESSO-LM Administrative 

Consoleのオンライン・ヘルプを参照してください。 



ESSO-LM のアンインストール 

21 / 21 

ESSO-LM のアンインストール 
 
ESSO-LMをアンインストールするには、次の手順を実行します。 
 
1. 「スタート」→「設定」を選択し、「コントロール パネル」をクリックします。  
2. 「アプリケーションの追加と削除」を開きます。  
3. ESSO-LM Agentを削除するには、「ESSO-LM」を選択し、「削除」をクリックします。次のダイアロ

グ・ボックスが表示されます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. 「Yes」をクリックします。  
5. プロンプトに従ってESSO-LMをアンインストールします。  
6. ESSO-LM Administrative Consoleをアンインストールするには、「ESSO-LM Administrative Console」を

選択し、「削除」をクリックします。  
7. 手順4および5を繰り返します。  
 


